
 
 
 
平成 29年 1月 26日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム黄金／すまいるホーム楠田の職員合同で本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました。 
今回は、すまいるホーム黄金の Y様を事例にみんなでカンファレンスを行い、学ばせて頂きました。 
Y 様の普段のご様子から、Y 様が気に入っていること、気に入らないことなどを考え、Y 様のメッセージは何
か？をスタッフ皆で考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 

●利用者様の事を思ってカンファすることにより、相手の要求や思いが見えてくるので、カンファをすること
は重要だと思います。カンファの積み重ねで職員の意識が変わり、そのことが利用者様の生活向上につな
がると思いました。 

 
●入居者様と向き合うとはどういうことなのか、業務の時間の中でこうしてカンファレンスを 10 分でも持ち

継続することが大事かと思います。 
繰り返すことで、入居者様への対応やケアの統一などより良い介護に形として表れてくるのではないかと
思います。 

 
●利用者様が何を求めておられるのかを気づいて、それに対してどうすれば良いのかを考えていきます。 
 
●利用者様がメリハリのないリズムで生活をしないようにする。 
 デイでは、活動性のある生活をして頂き、昼夜逆転などしない様にして頂きたいと思います。 


